
千葉市の練実施結果概要  

 

訓練の 

目的 

千葉市では、大地震による甚大な被害の発生を想定し、自助・共助・公

助の理念のもと、市・防災関係機関及び市民が一体となった実践的な防災

訓練を実施することにより、災害対応力の向上及び防災体制の充実強化を

図るとともに、市民の防災意識の高揚と減災への備えの向上を図る。 

日  時 

１ 平成２６年８月３１日（日） ９：３０～１１:３０（主会場訓練） 

２ 平成２６年８月３１日（日） ９:００～１２:００（避難所開設・運営訓練） 

３ 平成２６年９月１日（月） ９:３０～（千葉市シェイクアウト訓練） 

会  場 
１ 市立みつわ台中学校・みつわ台南小学校（主会場訓練） 

２ 市内指定避難所施設（避難所開設・運営訓練）※一部施設を除く 

規  模 参加機関（団体） ４１機関、  参加人員 約７，０００人 

想定地震 

東京湾北部を震源とする首都直下の大規模な地震が発生した。地震の規

模はＭ７．３と推定され、千葉市内では震度６弱以上の揺れに襲われ、市

内全域では、家屋の倒壊や道路の損壊などの被害が出ているほか、電気、

水道、ガス、電話等のライフライン施設にも大きな被害が発生している。 

訓練項目 

１ 発災対応型訓練 

(1) 主会場訓練 

  ア 避難・避難誘導訓練        

  イ 上空偵察情報伝達訓練       

  ウ 住民等による初期消火訓練     

  エ 情報収集及び広報活動訓練     

  オ 避難勧告広報訓練         

  カ 道路啓開・緊急交通路確保訓練   

  キ ライフライン施設応急復旧訓練 

  ク 医療救護活動（巡回） 

  ケ 救援物資緊急輸送訓練 

  コ 応急救護所開設・運営訓練 

  サ 上空からの救出訓練 

  シ 救出・救護訓練 

(2) 避難所開設・運営訓練 

(3) 千葉市シェイクアウト訓練 

２ 展示・体験コーナー 

 (1) 地震体験 

 (2) 応急給水・応急給食訓練 

 (3) 防災関係機関等による各種展示・体験 



訓練の 

特徴 

１ 大規模災害時における消防、警察、自衛隊等の防災関係機関との連携

訓練を実施する。 

２ 市民の自助、共助のもと、市内全避難所を対象とした避難所開設・運

営訓練を実施する。併せて、市内１６か所を重点訓練会場と位置づけ、

当該避難所については、訓練指導員を派遣し、避難所の開設・運営や災

害時の生活支援技術等の訓練を含む、より実践的な訓練を実施する。 

３ ９月１日（月）に、市内全小中学校をはじめ、市民、事業所等を対象

に、市域の誰もがそれぞれの場所で訓練に参加できる「千葉市シェイク

アウト訓練（千葉市いっせい防災訓練）」を実施する。 

 

参加機関 

【市民参加組織等】 

千葉市赤十字奉仕団、災害救援ボランティア推進委員会千葉 SLネットワー

ク、(一社)千葉市身体障害者連合会、千葉市消防団、千葉市内自主防災組

織、千葉市内避難所運営委員会、千葉市内町内自治会 

【民間企業・団体等】 

（公財）千葉市国際交流協会、（公財）千葉市防災普及公社、NPO法人千葉

レスキューサポートバイク、千葉県災害救助犬協会、千葉酪農農業協同組

合、千葉中央看護専門学校、山崎製パン（株）千葉工場、ミドリ安全（株）

千葉支社、学校法人誠和学園まこと東幼稚園 

【協定機関】 

千葉総合卸商業団地協同組合、（社福）千葉市社会福祉協議会、(一社)千葉

市建設業協会、千葉市下水管路維持協同組合、千葉県解体工事業協同組合、

協同組合千葉電設協会、協同組合千葉設備協会、生活協同組合コープみら

い、（株）伊藤園千葉支店 

【指定地方公共機関】 

（一社）千葉市医師会、（一社）千葉市歯科医師会、（一社）千葉市薬剤師

会、（公社）千葉県看護協会、(一社)千葉県トラック協会、(一社)千葉県エ

ルピーガス協会千葉支部、千葉ガス（株）、大多喜ガス（株）千葉事業所 

【指定公共機関】 

日本赤十字社千葉県支部、東京電力（株）千葉支社、東日本電信電話（株）

千葉支店、東京ガス（株）千葉支社、日本郵便（株）千葉中央郵便局、ソ

フトバンクモバイル（株） 

【県の機関】 

千葉県警察本部（警備課、第一機動隊）、千葉市警察部、千葉東警察署、千

葉県水道局 

【陸上自衛隊】 

陸上自衛隊高射学校 

【その他】 

市内指定避難所（２８１ヵ所） 



【九都県市広域応援協定自治体】 

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、さいたま市、相模

原市 

協力機関 千葉市立みつわ台中学校、千葉市立みつわ台南小学校 

 


